平成３０年度災害復旧対応技術講習会開催要領（案）
1目 的 　　平成29年7月の九州北部豪雨災害で甚大な被害が発生し、当協会も行政の指導の下、災害直後の被災箇所調査やその後の災害査定業務の経験を踏まえ、地域の測量設計コンサルタントの果たすべき役割を認識いたしました。平成26年4月福岡県県土整備部と大規模災害時における支援協定を締結し、今後の災害復旧事業実施の迅速化・適切化を図るため、必要な技術・制度等の理解を深め、協会員の技術向上を目的とした災害復旧対応技術講習会を開催いたします。
2日 時 　平成３０年 ５月２５日(金)　１３時００分～１６時４０分

3場 所   （公財）福岡県建設技術情報センター　大研修室

      　　糟屋郡篠栗町大字田中315-1　(Tel :092-947-2643)

4 定 員   150名 

5 主 催   (一社)福岡県測量設計コンサルタンツ協会

6 受講料　無料

7 プログラム

（１）13：00～13：10　　開会の挨拶　（一社）福岡県測量設計コンサルタンツ協会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（２）13：10～14：10　講演Ⅰ

「平成29年7月九州北部豪雨災害について」
「河川災害に向けての留意事項について」

　　講師：福岡県県土整備部　河川管理課　　
　　　　　　　　　 　災害対策係　主任技師　吉村　禎二　氏　　
　　　　　　　　　　 災害対策係　主任技師　冨永　浩二　氏　　

（３）14：20～15：50　講演Ⅱ

　　　　　　　「作業における安全講習（予防と応急処置について）」

　　　　　　　　　　　　　　　講師: 粕屋南部消防組合 中部消防署
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　 救急係

（４）16：00～16：30　講演Ⅲ
「各班別グループ内の情報交換について」
講師：（一社）福岡県測量設計コンサルタンツ協会

（５）16：30～16:40　閉会のことば
　    （一社）福岡県測量設計コンサルタンツ協会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
